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Ⅰ共生型サービスとは
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〇共生型サービスとは①

「共生型サービス」とは、「地域包括ケアシステムの強化のための介
護保険法等の一部を改正する法律において、訪問介護、通所介護、短
期入所生活介護等について、高齢者や障害児者が共に利用できるよう、
平成３０年から始まった制度です。
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〇共生型サービスとは②
高齢者と障がいのある方が同一事業所でサービスを受けやすくなるだけではなく、

・高齢者・障害者とも、利用できる事業所の選択肢が増える。

・「介護」や「障害」といった枠組みにとらわれず、多様化・複雑化
している福祉ニーズに臨機応変に対応することができる。

・地域共生社会を推進するためのきっかけとなる。

・人口減少社会にあっても、地域の実情に応じたサービス提供体制整
備や人材確保を行うことができる。

といったように、各地で発生している課題の解決や掲げている目標の達成の一助
となることが期待されています。
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〇共生型サービスとは③
介護保険法又は障害福祉サービスの指定を受けている事業所に関して、設備基準
や人員基準の緩和が適用されます。具体的には介護保険法の指定を受けている事業
所が共生型障害福祉サービスの指定を受けたい場合には、介護保険法の設備基準及
び人員基準を満たしていれば障害福祉サービスの事業所指定を受けることができま
す。

出典：厚生労働省
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〇共生型サービスのメリット①

出典：厚生労働省

介護サービス事業所が共生型障害福祉サービスの指定を受けることで、地
域の実情に合わせて、限られた福祉人材をうまく活用しながら必要な支援を
行き渡らせることが期待されています。
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〇共生型サービスのメリット②

障害児者が65 歳以上になっても、使い慣れた事業所でサービスを利用し
やすくなる。

従来の制度では、65 歳になった障害児者は、馴染みのヘ
ルパーや通い慣れたデイサービス事業所等を変更せざるを
得ない状況でしたが、当該事業所が共生型サービスとして
介護保険サービスの指定を受けていれば、65 歳以降も同じ
事業所からサービスを継続的に利用することができます。



9出典：厚生労働省



10出典：厚生労働省



Ⅱ共生型サービスの
対象となるサービス
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12出典：厚生労働省



13出典：厚生労働省



14出典：厚生労働省



15出典：厚生労働省



16出典：厚生労働省



17出典：厚生労働省



18出典：厚生労働省



Ⅲ 共生型サービスの指定
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〇共生型サービスの指定

〇介護保険サービス事業所が障害福祉サービスを、障害福祉サービス
事業所が介護保険サービスを提供する場合、共生型サービス創設以前
は介護保険サービス・障害福祉サービスそれぞれに課された人員配置
基準等を満たした上で、指定を受ける必要がありました。

〇しかし、共生型サービスを活用する場合、これまで提供していた
サービスと同様の人員配置基準・設備基準による運営が可能となるほ
か、指定を受ける際の手続きも簡略化されます。



21出典：厚生労働省



22出典：厚生労働省



23出典：厚生労働省



24出典：厚生労働省



25出典：厚生労働省



26出典：厚生労働省



27出典：厚生労働省



Ⅳ 立ち上げと運営のポイント
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29出典：厚生労働省


